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新鮮遺体標本 8 体 8 股(平均年齢 86 歳)を用いた。予備実験の結果から股関節周囲靭帯が弛
緩する肢位を除外して各靭帯の伸張肢位を決定した。それに基づき、腸骨大腿靭帯上部線
維束の測定肢位は最大外旋を中心とした 5 肢位、下部線維束の測定肢位は最大伸展を中心
とした 6 肢位、恥骨大腿靭帯の測定肢位は最大外転を中心とした 6 肢位、坐骨大腿靭帯の
測定肢位は最大内旋を中心とした 7 肢位と設定した。変位計測装置を用いて靭帯の基準長
L0 を設定し、一定の股関節運動トルクを加えた時の L0 からの靭帯の伸び率を計測した。同
時に電磁気式 3 次元動作解析装置を用いて股関節角度を計測した。靭帯の伸び率について
L0 と各肢位を比較する目的で、Dunnett の多重比較検定を用いた。統計解析の有意水準を
5%とした。それぞれの伸張肢位における股関節周囲靭帯の緊張状態を肉眼的に観察し、詳
細に記録した。 
 
研究成績及び考察 
最大外旋における腸骨大腿靭帯の上部線維束の伸び率は 3.48%±2.57%であり、統計学的に
有意に大きかった(p＜0.05)。最大伸展、外旋 10°、20°+最大伸展における腸骨大腿靭帯の
下部線維束の伸び率はそれぞれ 1.86%±1.22%、1.46%±0.85%、1.25%±0.63%であり、統計
学的に有意に大きかった(p＜0.05)。最大外転、外旋 10°、20°、30°+最大外転における恥
骨大腿靭帯の伸び率はそれぞれ 3.18%±2.74%、3.28%±2.43%、3.11%±2.69%、2.99%±2.48%
であり、統計学的に有意に大きかった(p＜0.05)。外転 10°、20°+最大内旋における坐骨大
腿靭帯の伸び率はそれぞれ 7.11%±4.47%、7.83%±6.99%であり、統計学的に有意に大きか
った(p＜0.05)。その他の肢位では統計学的に有意な伸び率は得られなかった。腸骨大腿靭帯
上部線維束は下前腸骨棘と寛骨臼上縁から起こり、大腿骨頸部と平行に下外方へ斜走し、
転子間線の上部外側に停止した。腸骨大腿靭帯下部線維束は下前腸骨棘と寛骨臼上縁から
起こり、大腿骨長軸と平行に下方へ走行し、転子間線の下部内側に停止した。恥骨大腿靭
帯は閉鎖稜から起こり、大腿骨頸部の前下面を外下方に斜走し、輪帯と大腿骨へ停止した。
坐骨大腿靭帯は寛骨臼下方の坐骨から起こり、股関節頸部の後面を外上方へ斜走し、転子
窩と大腿骨の前方に停止した。 
 
結論 
股関節周囲靭帯が選択的に伸張される肢位を明らかにするために、各靭帯の伸び率計測と
解剖学的観察を行った。その結果、各靭帯の選択的ストレッチング肢位が特定された。本
研究結果で得られた靭帯の伸張肢位に基づく股関節周囲靭帯の選択的ストレッチングは股
関節拘縮に対する効果的な治療に寄与する可能性がある。 
